
質 問

教えて！いのるん〜縄文なんでも質問箱〜　【No.16】

（MIOさん／10歳／青森県七戸町）

答 え

食べ物についての質問、ありがとうるん！学芸員から説明するるん。

縄文人は、はじめはなんでも食べてみて、どれが食べられるものかを調べたと考えられます。

遺跡（＝昔の人のくらしのあと）からみつかる動物や魚の骨、人の骨を調べると、そのムラでど

んなものを食べていたかがわかります。その結果、縄文人はムラのまわりでとれる食べもの

を、それぞれがおいしい季節に食べたり、保存加工したりしていたことがわかっています。ま

た、全部とりつくさず、次の年もとれるように気をつけていたと考えられます。

さらに、ただ自然にあるものをとるだけでなく、クリやドングリの木を育てたり、マメ類などを

作ったりしていたこともわかっています。冬は、秋までに作った干物や塩づけなどの保存食も

食べていたと考えられます。

縄文人は、見つけたものを何でも食べていたのですか。

是川中居遺跡の縄文カレンダー
※白文字は、遺跡からみつかってはいないが当時食べられていたと考えられるもの。
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じょうもん じん
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がくげいいん

ほ  ぞん   か   こう
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